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みなさん、こんにちは。 

今冬は、年末年始からの大雪・暴風雪に見舞われ、寒さの厳しい冬となりました。 

いかがお過ごしでしょうか。 

暦の上では、あと一週間で「立春」、春も間近であります。 

いよいよ、お子さまの小学校の卒業を経て、中学校入学まで、あと２ヵ月となりました。 

 

さて、もうじき中学校にお子さまを送り出す「親心」、いかがでしょうか。 

「将来への期待」もありつつ、と同時に、それ以上の「不安」もあるかと存じます。 

 

今でこそ、わが子も成長し、親元を巣立ってしまいましたが、私もかつては、皆様と同じ

「中学生の子どもをもつ一人の親」でありました。 

「親の願い」は、いつの時代も「わが子なりに、夢や目標を叶え、自己実現して欲しい」

ということであります。 

笑顔の「晴れの日」もあるし、悩み苦しみ泣きたくなる「雨や曇りの日」もあるものです。 

親子で苦労しながらも、「わが子が望むことをやり遂げられた」と言えることが目標です。 

 

そこで、中学校入学を控えた保護者の皆様に、「３つのお願い」がございます。 

 

まず１つ目。それは、お子さまの「健康」について。 

中学生の３年間は、「青年期の入り口」「思春期の真っ只中」に当たります。 

子どもたち一人ひとりの成長のスピードは、みな違います。 

自我の目覚めが活性化して、「自分」という存在をより意識して、自分自身と向き合って、

悩み苦しむ「嵐の時代」とも言えます。 

 

まさに、人生の中でも「心と身体の成長・変化が著しい時期」であります。 

学習も、スポーツ・文化・芸術なども、「心身の健康」あってこそ、成り立つものです。 

どんなに「外見や言うこと」は大きくなっても、まだまだ「ジュニア世代」、子どもです。 

お子さまの学習や部活動・スポ少、外部活動等に、大人が過剰に先走って「活躍や結果を

性急に求めすぎない」「しっかりと支え、見守り、成長を待つ」ということが肝心です。 



きっと、お仕事で忙しく、お疲れのこともあって、余裕のない日もあることでしょう。 

それでもぜひ、お子さまの声を「聴く耳」と「待つ心」をもってください。 

 

無理やりこじ開けて聞き出そうとするのではなく、お子さまの声をいつでも受け止めよう

とする「心」があるんだよと伝えておくことが、お子さまの安心・安定を生み出します。 

「心と身体の健康」こそが、「知・徳・体」すべての成長の基盤です。 

 

 

次に２つ目。それは、お子さまの「英知」について。 

中学校の３年間は、お子さまの「脳」が著しい発達を遂げます。 

「探究する楽しさ」「探究したことを共有する喜び」に気が付く大切な時期であります。 

 

本校では、全教職員が一丸となって「授業第一主義」を掲げております。 

「探究的な学び」と「授業と家庭学習をつなげて回す学習サイクルの習慣形成」を通して、

「グローカリアン・マナビアンの育成」に力を入れております。 

 

小学校６年生の今のうちから、「授業に集中して取り組む態度」、「家庭学習を必ずやる習慣」

を身につけておいてください。 

特に、家庭学習は、６年生の担任の先生としっかり連携しながら、習慣形成に取り組んで

来てください。 

中学校の学習は、内容もスピードも、一段とグレードが上がります。 

「すぐやる。必ずやる。できるまでやる。」これが、力を伸ばす家庭学習の基本です。 

 

 

最後に３つ目。それは、お子さまの「自律」について。 

中学校の３年間は、大人への階段を上りつつ、「自分を律する態度」が身につく時期です。 

 

人としての「生き方」「考え方」「学び方」「価値観」について、決して押し付けではなく、

お子さまとしっかりと「対話し、深める時間」を意識してください。 

 

きっと、反抗してうるさがったり、聞いていないような素振りをすることもあります。 

けれども、子どもは、聞いていないのではありません。大人の言葉を必ず聞いています。 

そして、さらに、大人の姿・行動を見ています。 

 

少しずつ、少しずつ、根負けしないで「語り続ける、伝え続ける」のがポイントです。 

私たち大人が、子どもたちに、そこを「試されている」のだと心得るべきです。 

 

以上、本校神町中学校入学に向けて、「３つのお願い」をいたしました。 

 

皆様方のお子さまの４月入学を心よりお待ちしております。 


